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カタカナを漢字になおしなさい。 意味は選択肢より選び記号で答えなさい。 

▼漢字 ▼意味は記号で

1 あまりのことにびっくりギョウテンする。 1 ア ひどくおどろく

2 人間は自らが属する文化にシバられた存在である。 2 イ 海をわたること

3 研究室で病原菌をバイヨウする。 3 ウ まねきよせる

4 少しの油断が思いがけない事態をショウライする。 4 エ やしないそだてる

5 科学は人類の⾧年に渡る課題をアザやかに解決した。 5 オ 神があらわししめすこと

6 かつて海外へのトコウには許可が必要だった。 6 カ 自由を制限する

7 制度に対する監視をオコタることから堕落が始まる。 7 キ 使う

8 真実にいたる道を神のケイジによって知る。 8 ク なまける

9 無駄に時間をツイやすことを嫌う。 9 ケ 心の自由を失わせる

10 現代人は進歩という幻想にジュバクされている。 10 コ きわだって目立つ

11 都会のイチグウで暮らす孤独な男。 11 ア 人々の興味や関心の中心

12 困難な状況の中でもタイゼンと構える。 12 イ だんだん

13 「ご意見をウケタマワる」だけでは討論にならない。 13 ウ はっきりしない

14 叱られることに対してメンエキがない。 14 エ おち着いてものに動じない

15 無作為にチュウシュツされた例に目を通す。 15 オ くせ

16 個人のセイヘキをあげつらうべきではない。 16 カ かたすみ

17 面接で、これまでのリレキを話す。 17 キ ものごとに慣れること

18 問題のショウテンはいかに反対派を説得するかだ。 18 ク うかがう

19 ⾧雨のため川の水位がジョジョに上がってきた。 19 ケ これまでに経験した学業や職業

20 アイマイな答えでその場をごまかす。 20 コ 抜きだす
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21 過剰な管理にチッソクするような思いを抱く。 21 ア 面倒

22 ワズラわしい人間関係からようやく解放される。 22 イ 用いる言葉の総体

23 コウケツな人格にひかれて師と仰ぐ。 23 ウ あふれ出る

24 近代の芸術品は美術館にチンレツされる。 24 エ 役人

25 大学を出てカンリへの道を進む。 25 オ もつれ・争い・対立

26 権力者のセキララな姿を暴く。 26 カ 品格にすぐれ汚れがない

27 真実は私の胸のなかにタタんでおきたい。 27 キ いきがつまる

28 その作家はゴイの豊富さで知られる。 28 ク 折り重ねて小さくする

29 将来の進路について心のカットウに深く悩んだ。 29 葛藤 ケ 物品を見せるために並べる

30 ハンランする情報に振り回される。 30 コ あかはだか・むきだし

31 高級ブランド品とくらべてもソンショクのない製品だ。 31 遜色 ア 無理に取り上げる

32 シンラツな発言で知られる評論家が世を去った。 32 イ 劣らず同等である

33 逆境にもめげず、彼女は夢をハグクみ続けた。 33 ウ 何もないところ

34 スポーツにかけて彼とヒケンできる者はいない。 34 エ 養いそだてる

35 薬物使用の発覚により金メダルをハクダツされた。 35 剝 オ 「あごでつかう」は高慢な態度で指図すること

36 徳の高い僧はコクウに仏の姿を見るという。 36 カ 身内の人たち・しんるい

37 センリツすべき事件が続いて起こる。 37 キ 手厳しい

38 西欧文明へのショウケイが近代化を促進した。 38 ク あこがれ・「ドウケイ」とも

39 相手のことをアゴで使う。 39 ケ 恐れおののく

40 シンセキの家に寄宿して大学に通う。 40 コ 見劣り

41 昔の人は、不可解な現象をヨウカイの仕業と見なした。 41 ア ゆくえをくらますこと

42 シッソウ事件を扱った推理小説は数多くある。 42 イ においを感じる能力

43 妹は恥ずかしがってホオを赤らめた。 43 ウ ばけもの

44 犬は人間よりもはるかに優れたキュウカクをもつ。 44 エ ちちを飲ませて子を育てること

45 戦争ボッパツの危険が高まった。 45 オ 声高に非難する

46 『二十四のヒトミ』は瀬戸内を舞台とする作品である。 46 カ ほっぺた・「ホホ」とも

47 子供のホニュウと養育は母親だけの仕事ではない。 47 キ 事件などが急に起こること

48 父母が心配なのでイッタン郷里に帰ろうと思う。 48 ク いちど・しばらく

49 欧化主義者は保守的な民衆をノノシった。 49 ケ 指先の角質部分・「つめに火をともす」でけちなさま

50 ツメに火をともすようなつつましい生活を送る。 50 コ 眼球の中心の黒い部分


